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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部から含塵空気を吸入する吸込口体と、
　前記吸込口体と接続され、前記吸込口体から吸引した含塵空気を流通する吸引パイプと
、
　取っ手を有し前記吸引パイプと接続する為の接続パイプと連通して繋がるホースと、
　前記ホースと接続され、吸気を発生させる電動送風機と車輪を搭載する、掃除機本体と
、
　前記掃除機本体から取り外し可能となるように設けられ、前記ホースと前記電動送風機
の間で、前記吸込口体から前記吸引パイプ、前記接続パイプ、前記ホースを順に介して含
塵空気を吸い込む流入口、前記流入口を自らの幅方向に収まるように配置させ、前記流入
口から吸い込まれた含塵空気を旋回させる旋回室を少なくとも備えたサイクロン部を一つ
以上備え、前記掃除機本体設置時に、前記電動送風機の動作により前記吸込口体より吸引
された含塵空気から、旋回力で塵埃を分離かつ捕捉し、内部に蓄積する機能を奏するサイ
クロン集塵ユニットと、
を備え、
　前記ホースは、前記掃除機本体の幅方向の中央かつ前記サイクロン集塵ユニットよりも
下方にて、前記掃除機本体に固定され、電動送風機動作時に前記吸込口体から吸入された
含塵空気を、前記サイクロン集塵ユニットの幅方向の中央かつ下部を通過して前記流入口
から前記サイクロン集塵ユニット内部に送るように、風路の一部を構成するように配置さ
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れて成り、
　前記ホースに前記接続パイプを介して接続される前記取っ手を持って動かすことで、前
記掃除機本体に接続された前記車輪を動かし、前記掃除機本体の位置および向きを操作出
来るように構成される事を特徴とする電気掃除機。
【請求項２】
　前記サイクロン集塵ユニットが前記掃除機本体に設置されている際に、一端が前記ホー
スと、他端が前記サイクロン集塵ユニットと接続され、前記吸込口体からの含塵空気を流
通させる風路の一部を担う吸入風路を有しており、前記吸入風路は曲がり部を有し、前記
曲がり部は２箇所以下で有ることを特徴とする請求項１に記載の電気掃除機。
【請求項３】
　前記吸入風路は、前記サイクロン集塵ユニットの幅に収まるように設置されていること
を特徴とする請求項２に記載の電気掃除機。
【請求項４】
　前記吸入風路の前記吸込口体側は、前記サイクロン集塵ユニットの幅の中央に位置する
ように設置されていることを特徴とする請求項２又は請求項３に記載の電気掃除機。
【請求項５】
　前記掃除機本体は、前記電動送風機とコンセントとを接続するコードを前記掃除機本体
に巻き取って収納するためのコードリールを備え、
　前記吸入風路は、前記電動送風機と前記コードリールとを避けて設けられていることを
特徴とする請求項２～請求項４のいずれか１項に記載の電気掃除機。
【請求項６】
　前記サイクロン集塵ユニットは、少なくとも二つ以上のサイクロン部を備え、
　前記少なくとも二つ以上のサイクロン部のうちの前記吸入風路に接続される側のサイク
ロン部の幅が、前記サイクロン集塵ユニットの幅より小さいことを特徴とする請求項２～
請求項５のいずれか１項に記載の電気掃除機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、吸引される塵埃を含んだ空気を旋回させ、空気と塵埃を分離し捕集するサイ
クロン集塵ユニットを備えた電気掃除機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の電気掃除機は、電気掃除機に吸引された空気と塵埃を、集塵フィルタや集塵袋に
通過させることによって、空気中の塵埃を回収する構造となっていた。しかし、上述した
ような電気掃除機は、定期的に集塵袋を購入して準備する必要があり、使用者にとって不
便であるという問題があった。
【０００３】
　このような問題に対し、消耗品の集塵袋を使用せずに、遠心力や慣性力を利用して空気
と塵埃を分離し、ゴミを捕集することが可能なサイクロン集塵ユニットを搭載した電気掃
除機が提案されている。このようなサイクロン集塵ユニットを搭載した電気掃除機として
、例えば、同心円状に設けられた二つのサイクロンを直列に連通させて設けることにより
、サイクロン集塵ユニットの分離性能を高効率化させたものが提案されている(例えば、
特許文献１参照)。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特公昭６２－５０１４１号公報（図２）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　しかしながら、上記の特許文献１のサイクロン集塵ユニットによれば、複数のサイクロ
ンを直列に接続することによりサイクロン集塵ユニットの分離性能を高効率化することが
できるが、サイクロンによって分離捕集された塵埃の集積部に空気が流れ込み、これによ
って一度集塵部に捕集した塵埃が再飛散してしまいサイクロンの分離性能が低下するとい
う課題があった。また、二つのサイクロンを同心円状に配置しているのでその形状は大き
くなり、該サイクロンを搭載した電気掃除機もやはり大きくなってしまい、使用者の操作
性が低下するという課題があった。
【０００６】
　本発明は、上述のような課題を解決するためになされたものであり、本体をコンパクト
に構成すると共に、高い分離性能を得ることができるサイクロン集塵ユニットを搭載した
電気掃除機を提供することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る電気掃除機は、外部から含塵空気を吸入する吸込口体と、前記吸込口体と
接続され、前記吸込口体から吸引した含塵空気を流通する吸引パイプと、取っ手を有し前
記吸引パイプと接続する為の接続パイプと連通して繋がるホースと、前記ホースと接続さ
れ、吸気を発生させる電動送風機と車輪を搭載する、掃除機本体と、前記掃除機本体から
取り外し可能となるように設けられ、前記ホースと前記電動送風機の間で、前記吸込口体
から前記吸引パイプ、前記接続パイプ、前記ホースを順に介して含塵空気を吸い込む流入
口、前記流入口を自らの幅方向に収まるように配置させ、前記流入口から吸い込まれた含
塵空気を旋回させる旋回室を少なくとも備えたサイクロン部を一つ以上備え、前記掃除機
本体設置時に、前記電動送風機の動作により前記吸込口体より吸引された含塵空気から、
旋回力で塵埃を分離かつ捕捉し、内部に蓄積する機能を奏するサイクロン集塵ユニットと
、を備え、前記ホースは、前記掃除機本体の幅方向の中央かつ前記サイクロン集塵ユニッ
トよりも下方にて、前記掃除機本体に固定され、電動送風機動作時に前記吸込口体から吸
入された含塵空気を、前記サイクロン集塵ユニットの幅方向の中央かつ下部を通過して前
記流入口から前記サイクロン集塵ユニット内部に送るように、風路の一部を構成するよう
に配置されて成り、前記ホースに前記接続パイプを介して接続される前記取っ手を持って
動かすことで、前記掃除機本体に接続された前記車輪を動かし、前記掃除機本体の位置お
よび向きを操作出来るように構成されるものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係る電気掃除機によれば、サイクロン集塵ユニットによって掃除機本体が大き
くなることを抑えながら一度捕集した塵埃が再飛散することを抑制することができ、これ
により本体をコンパクトに構成しながら分離性能の高いサイクロン集塵ユニットを得るこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施の形態１に係る電気掃除機の外観斜視図。
【図２】本発明の実施の形態１に係る電気掃除機の上面図。
【図３】本発明の実施の形態１に係る電気掃除機のａ－ａ断面概略図。
【図４】本発明の実施の形態１に係る電気掃除機のｂ－ｂ断面概略図。
【図５】本発明の実施の形態１に係るサイクロン集塵ユニットの斜視図。
【図６】本発明の実施の形態１に係るサイクロン集塵ユニットの前面図。
【図７】本発明の実施の形態１に係るサイクロン集塵ユニットの背面図。
【図８】本発明の実施の形態１に係るサイクロン集塵ユニットの上面図。
【図９】本発明の実施の形態１に係るサイクロン集塵ユニットのＡ－Ａ矢視断面図。
【図１０】本発明の実施の形態１に係るサイクロン集塵ユニットのＢ－Ｂ矢視断面図。
【図１１】本発明の実施の形態１に係るサイクロン集塵ユニットのＤ－Ｄ矢視断面図。
【図１２】本発明の実施の形態１に係るサイクロン集塵ユニットのＥ－Ｅ矢視断面図。
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【図１３】本発明の実施の形態１とは別形状のサイクロン集塵ユニットのＣ－Ｃ矢視断面
図。
【図１４】本発明の実施の形態１とは別形状のサイクロン集塵ユニットの分解図。
【図１５】本発明の実施の形態１に係る側部ダストケース形状と捕集率の関係図。
【図１６】本発明の実施の形態２に係るサイクロン集塵ユニットのＥ－Ｅ矢視断面図。
【図１７】本発明の実施の形態３に係るサイクロン集塵ユニットのＥ－Ｅ矢視断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
実施の形態１．
　以下、本発明の実施の形態１について、図１～１５を用いて説明する。
　図１は本発明の実施の形態１に係る電気掃除機の外観斜視図であり、図２は本発明の実
施の形態１に係る電気掃除機の上面図であり、図３は本発明の実施の形態１に係る電気掃
除機のａ－ａ断面概略図であり、図４は本発明の実施の形態１に係る電気掃除機のｂ－ｂ
断面概略図である。
【００１１】
　図１に示すように、電気掃除機１００は、吸込口体１と、吸引パイプ２と、接続パイプ
３と、ホース４と、サイクロン集塵ユニット１０１を搭載した掃除機本体５とから構成さ
れている。吸込口体１から吸引された塵埃を含む空気は、吸引パイプ２、接続パイプ３、
ホース４と順次経由して掃除機本体５に吸引される。吸引パイプ２は、一端を吸込口体１
に、他端を接続パイプ３に接続されており、真直な円筒状のパイプで構成されている。接
続パイプ３は、一端を吸引パイプ２に、他端をホース４に接続されており、その一部に掃
除機の使用者が持つ取っ手３ａが設けられている。ホース４は、一端を接続パイプ３に、
他端を掃除機本体５に接続されており、可撓性を有する蛇腹状のホースで構成されている
。また、掃除機本体５には、車輪６と、掃除機本体５内から外へ排出する排気口７が設け
られている。
【００１２】
　次に、図２～４を用いて掃除機本体５内の構成について説明する。
　掃除機本体５は、図２に示すように、ホース４から流れてくる塵埃を含む空気をサイク
ロン集塵ユニット１０１に接続する吸入風路８と、サイクロン集塵ユニット１０１によっ
て塵埃を除去された空気を排出する排気風路９が設けられている。排気風路９へ排出され
た空気は、図３に示すように、サイクロン集塵ユニット１０１で捕集できなかった微細な
塵埃を除去するフィルタ１０を通過した後、電動送風機１１に吸引される。電動送風機１
１に吸引された空気は、排気口７から掃除機本体５の外へ排出される。なお、掃除機本体
５の高さをＨと定義する。なお、掃除機本体５の縦断面を見ると、図４に示すように、吸
入風路８が、サイクロン集塵ユニット１０１の下に、電動送風機１１、コードリール１２
を避けて設けられているのがわかる。これにより、掃除機本体５の高さＨが高くなるのを
抑制しながら、サイクロン集塵ユニット１０１に塵埃を含んだ空気を供給できるようにし
ている。なおコードリール１２は、電動送風機１１と家庭内のコンセントを接続するコー
ドを掃除機本体５内に巻き取って収納するものである。
【００１３】
　次に、サイクロン集塵ユニット１０１について、図５～図１６を用いて説明する。
　図５は本発明の実施の形態１に係るサイクロン集塵ユニット１０１の斜視図であり、図
６は本発明の実施の形態１に係るサイクロン集塵ユニット１０１の前面図であり、図７は
本発明の実施の形態１に係るサイクロン集塵ユニット１０１の背面図であり、図８は本発
明の実施の形態１に係るサイクロン集塵ユニット１０１の上面図である。
【００１４】
　図５～８に示すように、サイクロン集塵ユニット１０１は、上流側に配置される第一サ
イクロン２０と、この第一サイクロン２０と並設され、第一サイクロン２０の下流側に配
置される第二サイクロン３０とで構成されている。
　第一サイクロン２０は、吸入風路８から塵埃を含んだ空気を取り込む第一流入口２１と
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、第一流入口２１と略接線方向に接続し第一流入口２１から流入した塵埃を含む空気を内
部で旋回させる第一旋回室２２と、第一旋回室２２の側方に設けられた側部ダストケース
２３と、第一旋回室２２の下方に設けられた第一ダストケース２４とで構成されている。
側部ダストケース２３は、第一旋回室２２の略長手方向の中間位置の壁面に設けられた側
部開口部２５によって第一旋回室２２と連通している。側部開口部２５は、第一旋回室２
２の壁面うち、第二サイクロン３０から離れた側に設けられている。
　また、第二サイクロン３０は、第一サイクロン２０と連通する中間風路３１と、中間風
路３１から第一サイクロン２０を通過した塵埃を含んだ空気を取り込む第二流入口３２と
、第二流入口３２と略接線方向に接続し流入した塵埃を含む空気を内部で旋回させる第二
旋回室３３と、第二旋回室３３の下方に設けられた第二ダストケース３４と、排気風路９
と連通し第二旋回室３３にて塵埃を除去された空気を排出する第二排出口３５で構成され
ている。
【００１５】
　ここで、側部ダストケース２３は、図８に示すように、第一サイクロン２０及び第二サ
イクロン３０の側方に設置されており、側部ダストケース２３の幅Ｌ１は、第一サイクロ
ン２０と第二サイクロン３０を合わせた幅Ｌ２よりも小さくなるように構成されている。
これにより、サイクロン集塵ユニット１０１をコンパクトに構成することが出来る。また
、側部ダストケース２３の幅Ｌ１は、第一サイクロン２０と第二サイクロン３０を合わせ
た幅Ｌ２と略同一の大きさに構成している。これにより、側部ダストケース２３の幅Ｌ１
を大きくすることができるので、集塵容量を増やすことが出来る。また、これらに加えて
、側部開口部２５を第一旋回室２２の壁面うち第二サイクロン３０から離れた側に設ける
ことにより、側部開口部２５から側部ダストケース２３に入ってくる気流が、側部ダスト
ケース２３奥まで流入して側部ダストケース２３に蓄積された塵埃を再飛散させ、これに
よりサイクロン集塵ユニット１０１の分離性能が低下するのを抑制することが出来る。
　また、本形状は電気掃除機への搭載方法により異なるため、特に限定するものではない
が、第一サイクロン２０の直径をＤとすると、如何なる場合においてもＤ１≦Ｌ１≦Ｌ２
とすることにより、サイクロン集塵ユニット１０１をコンパクトに構成することが出来る
。
【００１６】
　ここで、第一ダストケース２４、第二ダストケース３４は、一つのケースの中に仕切り
板４０を設けて第一ダストケース２４、第二ダストケース３４を形成している。また、側
部ダストケース２３、第一ダストケース２４、第二ダストケース３４は、一つの蓋４１に
て下方を開口することが可能なように構成されており、蓋４１を開口することにより全て
のダストケースに捕集された塵埃を一度の操作で廃棄することができる。これにより、使
用者が塵埃の廃棄にかかる手間を低減することができる。
【００１７】
　次に、サイクロン集塵ユニット１０１の内部構成について、図９～図１２を用いて説明
する。
　図９は本発明の実施の形態１に係るサイクロン集塵ユニット１０１のＡ－Ａ矢視断面図
であり、図１０は本発明の実施の形態１に係るサイクロン集塵ユニット１０１のＢ－Ｂ矢
視断面図であり、図１１は本発明の実施の形態１に係るサイクロン集塵ユニット１０１の
Ｄ－Ｄ矢視断面図であり、図１２は本発明の実施の形態１に係るサイクロン集塵ユニット
１０１のＥ－Ｅ矢視断面図である。
【００１８】
　第一サイクロン２０は、図９に示すように、第一旋回室２２と側部ダストケース２３は
、第一旋回室２２の略長手方向の中間位置の壁面に設けられた側部開口部２５にて連通し
ている。また、第一旋回室２２と第一ダストケース２４は、第一旋回室２２の下方に設け
られた第一開口部２６にて連通している。また、第一旋回室２２と中間風路３１は、第一
旋回室２２の上方で且つ第一旋回室２２と略同心円上に設けられた第一排出口２７にて連
通しており、第一排出口２７の上流側には、排気口体となる側面に複数の開口を有する第
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一排気筒２８が第一旋回室２２内に突出して設けられている。ここで、第一排気筒２８は
、略円錐状に形成された円錐部２８ａと、円筒状に形成された円筒部２８ｂで構成されて
おり、第一排出口２７から最初に円筒部２８ｂが突出し、円筒部２８ｂの先に円錐部２８
ａが突出しているよう構成されている。また、第一旋回室２２は、円筒部分と円錐部分が
組み合わさった形状となっている。
【００１９】
　第二サイクロン３０は、図１０に示すように、第一サイクロン２０にてある程度塵埃を
除去された含塵空気が吸い込まれる第二流入口３２が第二旋回室３３の上方に設けられ、
第二旋回室３３と第二ダストケース３４は、第二旋回室３３の下方に設けられた第二開口
部３６にて連通している。また、第二旋回室３３と排気風路９は、第二旋回室３３の上方
で且つ第二旋回室３３と略同心円上に設けられた第二排出口３５にて連通しており、第二
排出口３５の上流側には、排気口体となる円筒状の第二排気筒３７が第二旋回室３３内に
突出して設けられている。ここで、第二排気筒３７は、側壁に孔を持たず、両端が開口し
た円筒状に構成されている。また、第二旋回室３３は、円筒部分と円錐部分が組み合わさ
った形状となっている。
【００２０】
　また、図１２に示すように、側部ダストケース２３は、第一サイクロン２０及び第二サ
イクロン３０に隣接する本体側壁面２３ａと、本体側壁面２３ａと対向して在る外側壁面
２３ｂと、第一サイクロン２０側で本体側壁面２３ａと外側壁面２３ｂを繋ぐ第一壁面２
３ｃと、第二サイクロン３０側で本体側壁面２３ａと外側壁面２３ｂを繋ぐ第二壁面２３
ｄとで構成されている。ここで、外側壁面２３ｂと第一壁面２３ｃとで成す角２３ｅは、
円弧で接続されるよう構成されており、側部開口部２５から第一壁面２３ｃに添って流入
する塵埃は、スムーズに側部ダストケース２３奥（つまりは第二壁面２３ｄ側）へ投入さ
れる。このような構成にすることにより、塵埃が側部ダストケース２３奥まで蓄積される
ので、側部ダストケース２３内に効率よく塵埃を捕集することができる。また、側部ダス
トケース２３奥から塵埃が蓄積するので、側部開口部２５から側部ダストケース２３内に
入ってくる気流により側部ダストケース２３内に蓄積した塵埃が再飛散するのを抑制する
ことが出来る。
　また、角２３ｅの角度θを９０°以上にすることによっても、上記と同様に、塵埃が側
部ダストケース２３奥まで蓄積されるので、側部ダストケース２３内に効率よく塵埃を捕
集することができる。また、側部ダストケース２３奥から塵埃が蓄積するので、側部開口
部２５から側部ダストケース２３内に入ってくる気流により側部ダストケース２３内に蓄
積した塵埃が再飛散するのを抑制することが出来る。
【００２１】
　また、サイクロン集塵ユニット１０１に搭載される側部ダストケース２３の厚みＴを薄
く構成することにより、掃除機本体５の高さＨを抑制することができ、これにより掃除機
本体５をコンパクトにすることが出来る。
【００２２】
　ここで、第一旋回室２２及び第一開口部２６において、実施の形態１と異なる形状を図
１３に示す。図１３は本発明の実施の形態１とは別形状のサイクロン集塵ユニット１０１
のＣ－Ｃ矢視断面図であり、図１４は本発明の実施の形態１とは別形状のサイクロン集塵
ユニット１０１の分解図である。
　図１３、図１４に示すように、第一旋回室２２の円錐部を第一ダストケース２４内まで
突出させ、その先に第一開口部２６を形成するように構成しても良い。
【００２３】
　次に、実施の形態１に係る電気掃除機の動作について説明する。
　取っ手３ａに設けられた図示しないスイッチを押すと、電動送風機１１の駆動が開始さ
れ、吸込口体１から床面の塵埃及びその周囲の空気を吸引し、吸引された含塵空気は吸引
パイプ２、接続パイプ３、ホース４を経由して、掃除機本体５の吸入風路８に到達する。
吸入風路８に到達した含塵空気はその後、サイクロン集塵ユニット１０１によって塵埃を
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除去され、サイクロン集塵ユニット１０１から排出した空気は排気風路９、フィルタ１０
を経由して、電動送風機１１に吸引される。その後、電動送風機１１から排出された空気
は、排気口から掃除機本体５の外へ排出される。
【００２４】
　次に、サイクロン集塵ユニット１０１内での動作について説明する。
　第一流入口２１から第一旋回室２２に流入した含塵空気は、第一旋回室２２内で旋回す
ることにより空気と塵埃が分離し、含塵空気に含まれる塵埃のうち、比較的表面積が大き
く空気抵抗の作用が大きな塵埃（以降，塵埃Ａと呼ぶ）は、第一旋回室２２の側壁に設け
られた側部開口部２５から側部ダストケース２３に捕集される。このとき、側部開口部２
５から側部ダストケース２３に流入した塵埃は、側部ダストケース２３内の側部開口部２
５の対向する位置から順次蓄積していく。また、比較的表面積が小さく空気抵抗の作用が
小さな塵埃（以降，塵埃Ｂと呼ぶ）は、第一旋回室２２の下方に設けられた第一開口部２
６から第一ダストケース２４に捕集される。一方、第一旋回室２２内で旋回によって空気
と分離できなかった表面積がごく微小であり空気抵抗の作用がごく微小な塵埃（以降，塵
埃Ｃと呼ぶ）は、空気と一緒に第一排気筒２８に壁面に設けられた孔を通過して中間風路
３１に排出される。
【００２５】
　中間風路３１を流れる塵埃Ｃを含んだ含塵空気は、第二流入口３２から第二旋回室３３
に流入し、第二旋回室３３内で旋回することにより空気と塵埃Ｃが分離し、分離した塵埃
Ｃは、第二旋回室３３の下方に設けられた第二開口部３６から第二ダストケース３４に捕
集される。
　ここで、第二サイクロン３０は、第一サイクロン２０と比較して、分離性能が高くなる
ように構成されている。例えば、第一サイクロン２０は、含塵空気内に多様な種類の塵埃
が含まれているので、これを効率よく捕集するために側部ダストケース２３を備えている
。しかし、第二サイクロン３０は、含塵空気内に微小な塵埃Ｃしか含まれていないので、
第二旋回室３３内の旋回が強くなるような構成となっている。
【００２６】
　次に、側部ダストケース２３の捕集率と捕集容量について説明する。図１５は、本発明
の実施の形態１に係る側部ダストケース形状と捕集率の関係図である。
　図１５は、側部ダストケース２３の幅Ｌ１と高さ、及び側部開口部２５の形状を所定の
形から変更せず、側部ダストケース２３の厚さＴを変更した時の側部ダストケース２３が
塵埃Ａを捕集できる確率（捕集率）を示したものである。
【００２７】
　図１５に示すように、側部ダストケース２３の厚さＴが最適厚みｍを取るとき、塵埃Ａ
の捕集率は最大となる。家庭用電気掃除機を対象と考えた場合、塵埃Ａには硬貨や紙切れ
等大きなゴミが含まれる。従って、厚さＴが小さすぎると捕集することが困難な塵埃Ａが
増加するため捕集性能は低下する。逆に、厚さＴが大きすぎると、側部ダストケース２３
に入り込む空気量が増加し、側部ダストケース２３内にて気流の旋回が発生するため、再
飛散が増加し、捕集率が低下する。また、掃除機本体５の高さＨが高くなるため、厚さＴ
は可能な限り薄い方が良い。従って、厚さＴは最適厚みｍとするのがよい。なお、一般家
庭に存在し、かつ電気掃除機で吸引する塵埃Ａのサイズから、最適厚みｍは２０ｍｍ前後
に存在することが分かっている。
【００２８】
　また、側部ダストケース２３の幅Ｌ１が短いと、側部ダストケース２３内に入り込む空
気量が多くなり、側部ダストケース２３内に旋回流が発生し、再飛散が増加する。特に、
側部ダストケース２３の幅Ｌ１が第一サイクロン２０の最大直径Ｄよりも小さくなると、
側部ダストケース２３内に流れ込む空気量が大幅に増加する。そのため、側部ダストケー
ス２３の形状は、捕集率に影響が無い範囲の厚さＴを確保した上で、幅Ｌ１を広げると良
い。これにより、側部ダストケース２３の捕集性能が向上すると共に、捕集容量も増加す
ることが出来る。なお、側部ダストケース２３の幅Ｌ１は、サイクロン集塵ユニット１０
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１の幅Ｌ２を超えてしまうと、掃除機本体５のサイズが大きくなってしまい、掃除機の操
作性が悪くなる。従って、側部ダストケース２３の幅Ｌ１は、掃除機本体５の操作性も加
味して、Ｄ１≦Ｌ１≦Ｌ２を満たすことが望ましい。
【００２９】
　また、側部開口部２５は、第一旋回室２２の側壁のうち、第二サイクロン３０から離れ
た側に設けると良い。上記構成にすることにより、側部開口部２５から側部ダストケース
２３に流入した塵埃は、側部ダストケース２３の第一壁面２３ｃ付近から投入されること
となる。これにより、側部ダストケース２３内の第二壁面２３ｄ側から塵埃が蓄積するの
で、蓄積された塵埃と側部開口部２５が大きく離れるので、側部ダストケース２３内に流
れ込んだ空気による塵埃の再飛散を抑制することが出来る。
【００３０】
　また、角２３ｅの角度θを９０°以上の鈍角にすることによって、側部ダストケース２
３に流入した塵埃が、スムーズに第二壁面２３ｄ側まで搬送することができ、蓄積された
塵埃と側部開口部２５が大きく離れるので、側部ダストケース２３内に流れ込んだ空気に
よる塵埃の再飛散を抑制することが出来る。逆に角２３ｅの角度θを９０°よりも小さい
鋭角にすると、側部ダストケース２３内に流れ込んだ塵埃が角２３ｅ付近で停滞し蓄積し
ていくので、側部ダストケース２３の捕集性能が低下すると共に、側部ダストケース２３
内の全体に塵埃を捕集することができなくなるので捕集量も低下する。
【００３１】
　上記の様なサイクロン集塵ユニット１０１の構成をそれぞれ採用することにより、掃除
機本体５をコンパクトに構成しつつ、高い捕集性能を得ることができる。
【００３２】
実施の形態２．
　本発明の実施の形態２に係る電気掃除機は、側部ダストケース２３及び吸入風路８の構
成が実施の形態１と相違するものであり、その他の構成については上記の実施の形態１と
同じである。以下、相違点を中心に説明する。また、実施の形態１と同じ部分にはこれと
同じ符号を付して、一部の説明を省略する。
【００３３】
　図１６は、本発明の実施の形態２に係るサイクロン部のＥ－Ｅ矢視断面図である。
　図１６は、側部ダストケース２３のうち、外側壁面２３ｂと第一壁面２３ｃとで成す角
２３ｅの角度θを９０°以上の鈍角にし、吸入風路８を第一サイクロン２０の下方で且つ
側部ダストケース２３の側方に設けたものである。ここで、側部ダストケース２３の幅Ｌ
１、第一サイクロン２０と第二サイクロン３０を合わせた幅Ｌ２、第一サイクロン２０の
直径Ｄとすると、Ｄ＜Ｌ１＜Ｌ２の関係を有している。また、吸入風路８は、第一サイク
ロン２０と第二サイクロン３０を合わせた幅Ｌ２内に入るよう構成されている。
【００３４】
　上記のような構成にすることにより、掃除機本体５の高さＨを大きくすることなく、掃
除機本体５内の電動送風機１１やコードリール１２の設置自由度を高めることが出来る。
【００３５】
実施の形態３．
　本発明の実施の形態３に係る電気掃除機は、サイクロン集塵ユニット１０１の設置方向
及び吸入風路８の構成が実施の形態２と相違するものであり、その他の構成については上
記の実施の形態２と同じである。以下、相違点を中心に説明する。また、実施の形態１及
び実施の形態２と同じ部分にはこれと同じ符号を付して、一部の説明を省略する。
【００３６】
　図１７は、本発明の実施の形態３に係るサイクロン部のＥ－Ｅ矢視断面図である。
　図１７は、サイクロン集塵ユニット１０１の側部ダストケース２３を上方にするように
掃除機本体５に搭載したものであり、さらに吸入風路８を第一サイクロン２０と第二サイ
クロン３０の下方で且つ第一サイクロン２０と第二サイクロン３０の間に設けたものであ
る。
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【００３７】
　電気掃除機は一般的に、ホース４は掃除機本体５の略中心位置に接続することにより、
掃除機本体５を引っ張った時に安定的に進むことができるものである。したがって、前述
の実施の形態２のような構成では、吸入風路８が掃除機本体５の略中心に設置されていな
いため、掃除機本体５の操作性が悪くなるという課題があった。また、ホース４と掃除機
本体５の接続を掃除機本体５の略中心に設けようとする場合、吸入風路８を少なくとも３
回は曲げる必要があり、これによって吸入風路８自身の圧損が大きくなるという課題があ
った。
　そこで、実施の形態３では、上記のような構成にすることにより、掃除機本体５の高さ
Ｈを大きくすることなく、掃除機本体５内の電動送風機１１やコードリール１２の設置自
由度を高めることが出来ると共に、掃除機本体５の操作性を維持しつつ吸入風路８自身の
圧損を低減することが出来る。
　なお、実施の形態３におけるサイクロン集塵ユニット１０１の設置方向を、側部ダスト
ケース２３が下方になるように搭載しても良いが、その際は吸入風路８を取り外しできる
ように構成すればサイクロン集塵ユニット１０１を掃除機本体５から取り外すことが可能
となり、実施の形態３と同様の効果を得ることが出来る。
【符号の説明】
【００３８】
　１　吸込口体、２　吸引パイプ、３　接続パイプ、３ａ　取っ手、４　ホース、６　車
輪、７　排気口、８　吸入風路、９　排気風路、１０　フィルタ、１１　電動送風機、１
２　コードリール、２０　第一サイクロン、２１　第一流入口、２２　第一旋回室、２３
　側部ダストケース、２３ａ　本体側壁面、２３ｂ　外側壁面、２３ｃ　第一壁面、２３
ｄ　第二壁面、２３ｅ　角、２４　１次ダストケース、２５　側部開口部、２６　第一開
口部、２７　第一排出口、２８　第一排気筒、２８ａ　円錐部、２８ｂ　円筒部、３０　
第二サイクロン、３１　中間風路、３２　第二流入口、３３　第二旋回室、３４　第二ダ
ストケース、３５　第二排出口、３６　第二開口部、３７　第二排気筒、４０　仕切り板
、４１　蓋、１００　電気掃除機、１０１　サイクロン集塵ユニット
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